
2023年2月1日

こばと小規模保育園

<お知らせとお願い>

1 木

2 金 節分

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土 保護者会　父懇

11 日 建国記念日

12 月 振替休日

13 火

14 水

16 金

17 土

保護者会について考えること 18 日

（ちいさいなかまー保護者と父母を結ぶ月刊雑誌より） 19 月

＜保護者会なぜあるの？＞ 20 火 避難訓練

21 水

～おにはそとー　ふくはーうち～ 22 木 ちいぽっぽ懇談会

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月

27 火 誕生会

28 水 職員会

29 木

ちいぽっぽの保護者会もさらに広がり、保護者の皆さんの横のつながりが益々深くなればと思っています。

２月の行事予定

15 木
実施指導監査

弁当の日

・記名のない持ち物が増えています。

すべての物に大きくはっきりと氏名を書いていただきま

すようお願いします。

・抱っこで登園してくると、いざ散歩に行こう、園庭で

遊ぼう、という時、靴がない子がいます。靴は忘れずに

持って来て下さい。

そして出来れば歩いて登園するようにしましょう。つば

め組さんはリュックを背負っての登園をお願いします。

・22日(木)18：30～ちいぽっぽの懇談会を予定していま

す。内容等については後日お知らせをします。都合をつ

けてご参加ください。

・2月後半から3月初めにかけて個人面談を行ないたいと

思います。後日お知らせします。

・降園の時間を降園簿に忘れず記入をお願いします。

＜3月の予定＞

・22日(金)午前中、通常保育の中でつばめ組さんの修了

式を行ないたいと思います。つばめ組保護者の皆さんも

ご参加下さい。詳しくは後日お知らせします。

・28日(木)、29日(金)新年度準備、職員総括会議（職員

会）の為、協力保育となります。延長保育はありませ

ん。よろしくお願いします。

・子どもたちに楽しい思い出をつくってあげるため。

・保護者のなかまづくりの場。悩みを相談したり、協力したり。保護者同士の距離が近ければ、お互いの子ども

や園の子どもみんな大切に思えるようになる。

・子どものことなど悩みを伝える場。解決できなくても心が軽くなる。

・不安に思うことや疑問、さまざまなことへの対応について、他の保護者の意見や工夫など聞いたり、話しあっ

たりして、とてもいい場所。

・保護者会があることで、保育園に参加している感覚がある。先生だけでなく、保護者も保育園をつくる意識を

もつためであると思う。

・保護者と保育園をつなぐために必要。保護者が1人で意見できない場合でも、保護者会を通して意見することで

聞き入れてもらえるから。

　ちいぽっぽ3年目からクラス役員さん（保護者会役員1名、ちいぽっぽ役員2名）をお願いし、こばと保育園との

役員会も副会長として1名（今年度はしーちゃん母ちゃん）お願いし、保護者の方と一緒になって行事等を行なっ

てきました。お世話になっています。今年度はちいぽっぽ 初 のバーベキューをしたり、バザー等相談したり、そ

れにむけての作業をしたりと大変お世話になり、ちいぽっぽ保護者の横のつながりが以前よりは出来、ちいぽっ

ぽ保護者会の基盤が出来たように思い、大変うれしく思っています。いつもありがとうございます。

　今年は暖冬と言われる中、先日は大雪になりました。

登降園では、八雲台の坂が上がらず立往生、車を途中で置いて保育園に向かわれた方もあったみたいです。行き

返り渋滞に巻き込まれたり、ガタガタ雪の中を運転したりと大変だったと思います。

雪道の運転、雪かき等お疲れ様でした。これから先、又雪の日もあるかと思いますが、充分に気をつけて来て下

さいね。

さて、子どもたちは保護者の方が雪あそび用の準備をしてくださったおかげで雪の中に飛び出し、大人と一緒に

雪合戦をしたり、雪だるまを作ったり、ちいぽっぽ、旧園舎の築山からソリ滑りを楽しみ、どのクラスの子も雪

に触れて遊ぶことが出来、雪あそびを満喫する事が出来ましたよ。

冬は冬ならではのあそびを、四季折々のあそびを五感を使って体験し、楽しんでいきたいと思います。

　　えんだより

　2/2(金)ちいぽっぽにも鬼がやって来ます。

“ちいさいなかま”（保護者と父母を結ぶ月刊雑誌）に節

分どうしてる？どう考える？の記事（先日の保護者会役

員会でも読み合わせをし、意見交換をしました）

が載っていましたので節分についてちょっと考える場に

なれば、と載せてみます。

・ただ、ただ怖がらせるのでなく、「節分」文化を伝え

る日に。

・節分を怖い思いをさせるために使うのではなく、苦手

なことや弱い気持ちなどみんなが多少なりとも持ってい

るので、それをやっつける、乗り越える疑似体験をして

いる。

・夢に出るほどむやみに怖がらせる必要はない。

・節分は鬼が来る怖い行事ではなく、新しい春を迎える

ために厄を追い払う行事だという事を伝える。

・節分は災いや病気を追い払い、福を呼び込む。

全国の

保護者のみなさんに

聞きました

全国の

保護者に

聞きました

当日の様子は「ちいぽっぽだより」で

お伝えします。

明日は子どもたちの元気な声で福を

呼びこんでくれると思います。


